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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロントブラケットとリアブラケットとで形成する収容空間内に、回転子と、電機子巻
線を有する固定子とを収容し、前記リアブラケットの底面部側に周方向の側壁部と、底壁
部とからなるリアカバーを備えた回転電機において、前記リアブラケット側に係合部を備
え、前記リアカバーは、前記リアカバーの周方向の側壁部に複数の係合用開口部と、前記
係合用開口部の底壁部側の径と端面開口部側の側壁部の径を相違せしめた段差とを備え、
前記リアブラケット側の係合部が前記リアカバーの前記段差に挿入されることにより、前
記リアカバーが前記リアブラケットに固定される回転電機。
【請求項２】
　前記底壁部側の径は、前記端面開口部側の側壁部の径よりも小さい、請求項１記載の回
転電機。
【請求項３】
　前記係合用開口部の端面開口部側と、端面開口部との間にスリットを備える、請求項１
又は請求項２記載の回転電機。
【請求項４】
　前記リアブラケット側に備えられた係合部は、前記リアカバーの係合面に、当該リアカ
バーとの係合時に吸気口となる凹状部を備える、請求項１乃至３の一に記載の回転電機。
【請求項５】
　フロントブラケットとリアブラケットとで形成する収容空間内に、回転子と、電機子巻
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線を有する固定子とを収容し、前記リアブラケットの底面部側にリアカバーを備えた回転
電機において、
前記リアカバーは、回転電機と外部との間で電力の授受を行なう電力用端子を挿入、嵌合
するリアカバー底部の挿入孔と、リアカバー側壁部に設けられた複数の係合部とを供え、
前記挿入孔に電力用端子を挿入、嵌合した状態で、前記複数の係合部において、リアブラ
ケット側と係合することで固定され、
　整流回路の正極側ダイオードと負極側ダイオードの間に、絶縁用として挟み込んだモー
ルド端子に、リアカバー側の複数の係合用開口部と係合するための係合部を設け、前記モ
ールド端子が前記リアブラケットに固定された回転電機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リアカバーを備えた回転電機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転電機は、小型・高出力化の傾向にあり、必然的に自己発熱量が増加し温度上昇する
ことから、効率的な冷却を行なう必要がある。このための対策として、発熱部品である整
流回路、ＩＣレギュレータ、スリップリング、ブラシなどを、リアブラケットの底面部に
配置する構成を採用することが多い。
【０００３】
　然るに、これら発熱部品は、高電圧部品である為、外部からの接触を防止する必要があ
り、リアカバーを装着して保護している。このため、リアカバーは内部に収容空間を有す
る有底筒状、つまり、椀形状を呈している。
【０００４】
　このリアカバーは、回転電機に固定される必要があるが、その固定方法としては、特許
文献１のようにボルトを使用した締結方法と、リアカバー側壁部に形成されたフック部を
備えた係合爪にて固定する技術がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－９５２１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１によれば、リアカバーの係合爪をリブラケットに係合するためには、軸方向
の隙間を必要とする。この隙間によってリアカバーとリアブラケットは干渉し合い、干渉
音（騒音）が発生する、という課題がある。
【０００７】
　特に、自動車などの車両搭載用の回転電機である場合には、多方向に発生する大きな振
動に晒される事から、固定手法により一層の改善を施されたリアカバーを備えた回転電機
とされる必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明においては、フロントブラケットとリアブラケットとで形成する収容空間内に、
回転子と、電機子巻線を有する固定子とを収容し、リアブラケットの底面部側に周方向の
側壁部と、底壁部とからなるリアカバーを備えた回転電機において、リアカバーは、
リアカバーの周方向の側壁部に複数の係合用開口部と、係合用開口部の底壁部側の径と端
面開口部側の側壁部の径を相違せしめた段差とを備え、ブラケットは、段差に挿入して前
記リアブラケットを固定するための係合部を備える。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明によれば、簡便な構成でリアカバーを回転電機に強固に固定でき、振動に強いも
のとできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施例のリアカバーを軸方向から見た図
【図２】車両用交流発電機の縦断面図
【図３】車両用交流発電機の一部縦断面図
【図４】車両用交流発電機に車両側電流供給用ハーネスを取り付けた図
【図５】リアカバーの断面図
【図６】リアカバーの側面図
【図７】モールド端子の正面図
【図８】モールド端子係合爪の断面図
【図９】リアカバー取り付け状態を説明するための図
【図１０】リアカバー取り付け状態でのリアカバーの側面図
【図１１】車両側電流供給用ハーネスを取り付けたリアカバーの図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本実施例を図に基づいて説明する。
【００１２】
　図２に、本実施例の適用可能な回転電機として、車両用交流発電機の一例を示す。この
図は、車両用交流発電機の縦断面図を示している。以下、本実施例の適用可能な典型的な
回転電機の構成について説明し、この中で、整流回路、ＩＣレギュレータ、スリップリン
グ、ブラシなどが、リアブラケットの底面部に配置されている構成を採用していることに
ついて明らかにする。
【００１３】
　図２に示すように、フロントブラケット１及びリアブラケット２は、内部に収容空間を
有する有底筒状、つまり、椀形状を呈している。また、フロントブラケット１及びリアブ
ラケット２には、各々、固定穴が開口する固定部３、４が径方向外周側に突出して一体に
設けられており、これらの固定部３、４がボルト（図示せず）によって車両に取り付けら
れる。なお、フロントブラケット１及びリアブラケット２は、アルミニウム合金によって
成形されており、成形方法としてはダイキャストが用いられる。
【００１４】
　リアブラケット２の軸方向端には、各々のブラケットよりも薄肉のリアカバー５が取り
付けられており、このリアカバー５は、各々のブラケット同様、内部に収容空間を有する
有底筒状、つまり、椀形状を呈している。本発明は、リアカバー５を回転電機に固定する
ための改善に関するものであるが、ここではその前提としての回転電機の構成を先に説明
する。このリアカバー５には空気が流通するための吸気口５ａが内周側や外周側に複数開
口している。また、リアカバー５の外周側には、バッテリーに接続される出力端子６が取
り付けられている。尚、リアカバー５は、樹脂製、もしくは、アルミニウム合金製である
。
【００１５】
　フロントブラケット１及びリアブラケット２の軸方向外端部における径方向略中心位置
には、各々、軸受けとしてのボールベアリング７ａ、７ｂが取り付けられているが、フロ
ントブラケット１に取り付けられるボールベアリング７ａは、リアブラケット２に取り付
けられるボールベアリング７ｂよりも直径の大きなものが用いられている。
【００１６】
　これらのボールベアリング７ａ、７ｂの内輪には、シャフト８が挿通され、このシャフ
ト８はフロントブラケット１及びリアブラケット２に対して相対回転自在に支持されてい
る。
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【００１７】
　また、シャフト８のフロントブラケット１側端には、回転伝達部材としてのプーリ９が
ボルトによって一体回転するように固定されており、このプーリ９には、図外のエンジン
の回転が伝達されるクランクプーリからベルトによって回転が伝達される。このためシャ
フト８は、エンジンの回転数とプーリ９とクランクプーリのプーリ比に比例して回転する
。
【００１８】
　更にシャフト８のリアブラケット２側の端部には、シャフト８と一体に回転するよう２
つのスリップリング１０が取り付けられており、各々のスリップリング１０に押し付けら
れた状態で摺動する２つのブラシ１１を介して電力が供給されるようになっている。この
ように、スリップリング１０は、リアブラケット２の底面部に配置されている。
【００１９】
　シャフト８の回転軸方向の略中央部には、磁性材料にて成形されたフロント側回転子部
材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒがシャフト８と一体に回転するよう別々にセレーショ
ン結合されている。また、フロント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒは、軸
方向に向かい合って当接した状態で軸方向の移動が規制されるべく、各々の回転子部材１
２Ｆ、１２Ｒの外側端をシャフト８に形成した環状溝８ａ、８ｂ内に塑性流動させている
。このようにシャフト８に固定されたフロント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１
２Ｒによって回転子１２が構成される。
【００２０】
　この回転子１２の回転軸方向における両端面には、外周側に複数の羽根を有する板状の
ファン１３Ｆ、１３Ｒが取り付けられており、回転子１２と一体的に回転する。
【００２１】
　フロント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒは、内周側に位置する軸部１２
ａと、外周側に位置する径方向断面がＬ字形状の複数の回転子爪磁極１２ｂとからなり、
両回転子部材１２Ｆ、１２Ｒの軸部１２ａの軸方向端部同士が向かい合って当接すること
でランデル型鉄心が構成される。軸部１２ａ外周と回転子爪磁極１２ｂ内周間には、界磁
巻線１４が回転軸周りに巻装され、この界磁巻線１４の両端は、シャフト８に沿って延出
して前述のスリップリング１０に各々接続されている。
【００２２】
　１１はブラシであり、前述のスリップリング１０を経由して、界磁電流を供給する。こ
のように、ブラシ１１も、リアブラケット２の底面部に配置されている。
尚、界磁巻線１４に供給される電流は、車両のバッテリー電圧より発電電圧が高くなった
ときに発電を開始するように、バッテリーの状態に応じて制御されるが、発電電圧を調整
するための電圧制御回路としてのＩＣレギュレータ（図示せず）はリアカバー５の内部に
配置された後述する整流回路１５に内蔵され、出力端子６の端子電圧が常に一定電圧とな
るように制御している。
【００２３】
　固定子１７は、フロントブラケット１とリアブラケット２との間に挟み込まれるように
固定され、内周が回転子１２の回転子爪磁極１２ｂの外周とわずかな隙間を介して対向す
るようになる。また、固定子１７は磁性材料からなる固定子鉄心１７ａと、固定子鉄心１
７ａに沿って巻回された電機子巻線１７ｂとによって構成されており、電機子巻線１７ｂ
は、リアカバー５内に取り付けられた整流回路１５に接続されている。更に、この整流回
路１５は、出力端子６を介してバッテリーと接続している。
【００２４】
　尚、整流回路１５は、複数のダイオードで構成されており、これらのダイオードに関し
ては、独立した３相コイルを構成しているため６個のダイオードで全波整流する構成とな
っている。このように、整流回路１５も、リアブラケット２の底面部の外側に配置されて
いる。また、ＩＣレギュレータ（図示せず）は、リアカバー５の内部に配置された整流回
路１５に内蔵されているので、ＩＣレギュレータも、リアブラケット２の底面部の外側に
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配置されている。このように、ＩＣレギュレータや整流回路１５から構成される整流器の
モジュールが、リアブラケット２の底面部の外側に配置されており、かつこの位置はリア
カバー５の内部にあたり、リアカバー５により外部露出しないように覆われている。
【００２５】
　次に回転子１２の詳細について説明する。図２に示すように回転子１２を構成するフロ
ント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒは、軸部１２ａの軸方向外側端から径
方向断面Ｌ字形状の回転子爪磁極１２ｂが周方向に複数、具体的には６個ずつ設けられて
いる。そして、フロント側回転子部材１２Ｆとリア側回転子部材１２Ｒから延びる各々の
回転子爪磁極１２ｂが周方向に交互に配置されるので、回転子爪磁極１２ｂを全て合わせ
ると１２の回転子爪磁極１２ｂから構成されている。つまり、本実施例における回転子１
２の磁極数は、１２極となる。
【００２６】
　このように形成されたフロント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒは、間に
界磁巻線１４を配置して、各々の回転子爪磁極１２ｂが周方向に交互に位置するように軸
部１２ａ端同士が当接した状態でシャフト８に固定される。
【００２７】
　また、フロント側回転子部材１２Ｆ、リア側回転子部材１２Ｒの軸方向外側端には、各
々、冷却ファンとしてフロントファン１３Ｆとリアファン１３Ｒとが溶接等によって取り
付けられる。このフロントファン１３Ｆ及びリアファン１３Ｒは、回転子１２の回転によ
り中心方向に空気が流通されるよう対称的なファンの配置となっている。
【００２８】
　フロントファン１３Ｆを例にとって説明すると、周方向に複数の突起が形成された金属
板の突起部分における周方向をプレスにて略円弧状、且つ、略垂直に折り曲げて、半径方
向に対して傾斜する傾斜面を有する羽根が一体成形されている。このように成形されたフ
ロントファン１３Ｆとリアファン１３Ｒは、フロント側回転子部材１２Ｆとリア側回転子
部材１２Ｒの軸方向外側端に溶接等によって一体的に固定される。この回転子が回転する
ことで、空気の流れを作ることができる。
【００２９】
　通風経路は、図２の例では、フロントブラケット１側では、フロントブラケット１に設
けられた給気口１ａから排気口１ｂに流れることで内部冷却し、リアブラケット２側では
、リアカバー５に設けられた給気口５ａから、リアブラケット２に設けられた給気口２ａ
を経由してリアブラケット２の排気口２ｂに流れることで内部冷却する。特に図２の例で
は、リアカバー５に設けられた内周側の給気口５ａが、ブラシ１１や整流回路１５に近い
位置、つまりシャフト８側にあるので、直接これらを冷却する。図３の例では、シャフト
８側からは遠いリアカバー５の周辺部に設けられた外周側の給気口５ａから空気を導入す
るときの流れを示している。このように、リアカバー５には、多くの給気口５ａが設けら
れている。なお、冷却風は、回転子１２と固定子１７の間隙を通して、フロント側とリア
側でも通風し、内部冷却を行なう。
【００３０】
　次に固定子１７の詳細について説明する。図２に示すように固定子鉄心１７ａは、磁性
材料の薄板をコイル状に積層したものであり、その内周面には回転子爪磁極１２ｂ数によ
って決定された複数のスロット（図示せず）が等ピッチで成形されている。該スロット内
には、予め巻装された３相の電磁子巻線１７ｂを挿入し、Ｙ結線またはΔ結線にて接続さ
れる。該スロット内に挿入された電磁子巻線１７ｂが固定子鉄心１７ａの内周面に露出し
ないようにスロット開口部に絶縁部材である絶縁紙を挿入する。
【００３１】
　本実施例における固定子１７の１相分の磁極数は、１２極となり、回転子１２の磁極数
と同数となる。
【００３２】
　電機子巻線１７ｂの表面には、ワニス等で絶縁被覆が施されており、電機子巻線１７ｂ
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の端末は、リアブラケット２の間を縫って、整流回路１５の端子１５ａに接続される。尚
、固定子鉄心１７ａと電機子巻線１７ｂとの間には、絶縁部材である絶縁紙を配置するよ
うにしてもよい。
【００３３】
　図１は、図２の矢印Ａの方向から回転電機を見た図であり、略円形のリアカバー５には
、シャフト８を中心とする内周側及び外周側に、多くの給気口５ａが設けられている。こ
れらの給気口５ａが描く紋様は、リアブラケット２内部の収容空間に収容される整流回路
１５、ＩＣレギュレータ、スリップリング１０、ブラシ１１などの配置位置により、種々
のものとなり得る。
【００３４】
　リアカバー５において、回転電機への取り付けに利用される工夫の第一点は、リアカバ
ー５の有底筒状の側壁部の複数点に、リアブラケット側との係合点を設け、リアカバー５
が軸方向に移動することを阻止したことである。図１において、５ｂが、リアカバー５の
周囲に複数箇所設けられた係合用開口部であり、他方リアブラケット側の係合爪１５Ａ１
が、係合用開口部５ｂと係合することで、リアカバー５を回転電機に固定し、リアカバー
５が軸方向に移動することを阻止する。
【００３５】
　以下、リアカバー５の周囲に複数箇所設けられた係合用開口部５ｂと、リアブラケット
側の係合爪１５Ａ１との係合を実現する手段について説明する。この実現手段には種々の
ものが想定しうる。例えば、リアブラケット側のどこの部位と係合を図るか、あるいは係
合の手段、さらにはどちら側に爪を設け、受け部を作るかといったことについては、適宜
実現しうることである。従って、ここでは最も適切と考えられる一手法を紹介するにとど
める。
【００３６】
　本実施例においては、まずリアカバー５を図５、図６のように形成する。図５は、リア
カバー５の断面図であり、図６はリアカバー５の側面図である。これらの図によれば、リ
アカバー５の側壁部及び底壁部には空気が流通するための複数の吸気口５ａが設けられて
いる。また、リアカバー５には、係合用開口部５ｂが、側壁部の吸気口と同じ壁部に複数
設けられている。
【００３７】
　係合用開口部５ｂの形状は、図５に示すように、リアカバー５の底壁部側（図５右側）
の側壁部の外径φＤ５１を、端面開口部側（図５左側）の側壁部の内径φＤ５２より小さ
く（φＤ５１＜φＤ５２）することによって段差が設けられている。この結果、図６の係
合部分５ｇは、係合部分５ｈよりも奥まった位置に形成されている。この係合部分５ｇと
係合部分５ｈが位置ずれしていることで、係合爪の係合をいっそう確実堅固なものとする
。なお、樹脂製、もしくは、アルミニウム合金製であるリアカバーは２分割の成形型で容
易に作ることが可能である。
【００３８】
　また、図６のように、係合用開口部５ｂにスリット５ｃを設けることによって、リアカ
バー端面の開口部が開放され、リアカバー５の脱着が容易になる。また、係合用開口部５
ｂをリアカバー５の側壁部に構成することで、リアカバー５の軸方向の高さを最小限に抑
えることができる。即ち、リアカバー５を梱包する際、リアカバー５を積み重ねた時の体
積を最小限にすることができるため積載数量が多くなる。これによって運搬効率を向上す
ることができ、輸送コストを安価に抑えることが可能となる。
【００３９】
　この点に関し、特許文献１では、リアカバーの軸方向の幅が長くなり、リアカバーを積
み重ねた際に係合爪の長さ分だけの体積が必要となる。即ち、梱包時の積載数量が落ち、
運搬効率が悪化することで輸送コストが高くなる、という課題があった。
【００４０】
　次にリアブラケット側の係合のための工夫点について説明する。リアカバー５の固定に
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は、整流回路１５の正極側ダイオードと、負極側ダイオードの間に、絶縁用として挟み込
んだモールド端子１５Ａにリアカバー５を係合するための係合爪１５Ａ１を設ける。
【００４１】
　この理由は、モールド端子１５Ａ自身が、リアブラケット２の外周部に沿って形成され
る部材であるために、貫通孔５ｆの位置を係止点とした複数点での係合に好適な形状をし
ている点、さらには絶縁材で構成されるために回転電機とリアカバー５の間の電気的絶縁
が図られている点がある。
【００４２】
　図７に、モールド端子１５Ａの一例を、また図８に係合爪１５Ａ１部分の断面図を示す
。図７のモールド端子１５Ａは、図１のリアカバー５の係合用開口部５ｂの位置に、係合
爪１５Ａ１が取り付けられている。又、図８に示すように、係合爪１５Ａ１のリアカバー
５と接する面は、係合爪１５Ａ１の外周から内周に向かって、勾配（０≦θ１、０≦θ２
）が設けられている。
【００４３】
　即ち、この係合爪１５Ａ１に設けられた勾配が、リアカバー５装着時の軸方向の隙間を
吸収し、リアカバー５が軸方向に動くことで発生していた干渉音を無くすことを可能とし
た。この勾配はリアカバー５に設けている係合用開口部５ｂの係合爪１５Ａ１と接する面
に設けても良い。リアカバー５の装着性を良くするために前記係合爪１５Ａ１には軸方向
の外周面に勾配（０≦θ３）が設けられている。
【００４４】
　図９は、図２の右下部分を拡大した図であり、図５に示したリアカバー５の側壁部分に
５ｇ、５ｈで形成した段違いのスペース５ｂに、図８で示したモールド端子１５Ａの係合
爪１５Ａ１が係合していることが判る。このように、実施例では、リアカバー５の貫通孔
５ｆの位置を係止点として、複数点に回転電機側との係合点を設け、リアカバー５の周囲
に複数箇所設けられた係合用開口部５ｂが、回転電機側の係合爪１５Ａ１と係合すること
で、リアカバー５を回転電機に固定する。なお、図１０は、係合状態において、図６の方
向からリアカバー５を見た図であり、係合部分５ｇと係合部分５ｈの間に係合爪１５Ａ１
が挟み込まれていることが判る。また、リアカバー５と接する係合爪１５Ａ１の形状は凹
状となっており、リアカバー５係合時の吸気口１５ａとなっている。
【００４５】
　このリアカバー５において、回転電機への取り付けに利用される工夫の第二点は、外部
バッテリーに接続される図２の出力端子６のために、有底筒状のリアカバー５の底壁部に
貫通して設けられた貫通孔５ｆである。出力端子６と貫通孔５ｆの関係は、図４によく表
現されている。整流回路１５の正極側ダイオードのフィン１５ｂに取り付けられた出力端
子６にはネジ６ａが切られており、車両側電流供給用ハーネス１８をボルト６ｂで固定し
ている。なお、図１において、１５ｄは、正極側ダイオードのフィン１５ｂに設けている
廻り止め用凸部であり、５ｄは、廻り止め用凹部である。尚、リアカバー５をアルミニウ
ム合金製とした場合、リアカバーと正極側ダイオードのフィン１５ｂとの間に絶縁を確保
する為の絶縁材を挿入する。または、正極側ダイオードのフィン１５ｂを絶縁コーティン
グしてもよい。
【００４６】
　この第二点の工夫に関し重要なことは、本実施例ではリアカバー５をボルト６ｂで固定
した訳ではないことである。本実施例では、リアカバー５の貫通孔５ｆに対し、その径よ
りやや小径の整流回路１５の正極側ダイオードのフィン１５ｂを貫通せしめ、リアカバー
５を回転電機に係止したものである。ボルト６ｂは、あくまでも車両側電流供給用ハーネ
ス１８を固定したものである。これにより、リアカバー５が、振動により周方向に移動す
ることが阻止される。
【００４７】
　なお、この点に関し、特許文献１では、リアカバーの固定のために、ボルトとリアカバ
ーに一体成形されたスペーサが必要となる。このことは、回転電機の製造時にボルト締結
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用の設備と、ボルト締付け作業時のトルク管理が必要となることを意味しており、製造コ
ストが高くなる、という課題があった。
【００４８】
　本実施例は、第一の工夫点のみでも固定されるが、さらに第二の工夫点も加味した構造
とすることで、よりいっそう堅固な固定を実現することができる。
【００４９】
　次に、上記のように構成された本実施例の動作について説明する。まず、エンジンの始
動に伴ってクランクシャフトからベルトを介してプーリ９に回転が伝達されるため、シャ
フト８を介して回転子１２を回転させる。
【００５０】
　ここで回転子１２に設けられた界磁巻線１４にスリップリング１０を介してブラシ１１
から直流電流を供給すると界磁巻線１４の内外周を周回する磁束が生じるため、回転子１
２における回転子爪磁極１２ｂにＮ極、又は、Ｓ極が周方向に交互に形成される。この界
磁巻線１４による磁束は、フロント側回転子部材１２ＦのＮ極の回転子爪磁極１２ｂから
固定子１７の電機子巻線１７ｂ周りに周回する。
【００５１】
　更に、この磁束はリア側回転子部材１２ＲのＳ極の回転子爪磁極１２ｂに到達すること
で回転子１２と固定子１７を周回する磁気回路が形成される。このように回転子にて生じ
た磁束が電機子巻線１７ｂと鎖交するため、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の電機子巻線１７ｂのそれ
ぞれに交流誘起電圧が発生し、全体としては３相の交流誘起電圧が生じる。
【００５２】
　このように発電された交流電圧は、整流回路１５によって、全波整流されて直流電圧に
変換される。整流された直流電圧は約１４．３Ｖ程度の一定電圧に調整するために、ＩＣ
レギュレータ（図示せず）で界磁巻線１４に供給する電流を制御している。
【００５３】
　また、回転子１２が回転する際には、フロントファン１３Ｆ及びリアファン１３Ｒも回
転子１２と共に回転するので、図２の破線矢印にて示したように外部の空気を内周側であ
る軸方向から取り入れ、外周方向に排出する空気の流れを形成する。
【００５４】
　リアカバー５は、整流回路１５及びＩＣレギュレータを保護するために覆うように装着
されている。リアカバー５の固定は、整流回路の正極側ダイオードと負極側ダイオードの
間に絶縁用として挟み込んだモールド端子１５Ａに設けられた複数の係合爪１５Ａにリア
カバー５の側壁部に設けられた係合用開口部５ｂを係合することでリアカバー５を固定し
ている。
【００５５】
　フロントファン１３Ｆは、回転することにより、フロントブラケット１におけるボール
ベアリング７ａの外周部分に設けられた吸気口１ａから軸方向に外部の空気を吸い込み、
吸い込まれた空気は、フロントファン１３Ｆの羽根によって生じる遠心力によって外周側
に流動される際、図２の破線矢印にて示したように整流され、フロントブラケット１の外
周部に円周方向に設けられた複数の排気口１ｄから排出される。
【００５６】
　ここで固定子１７の軸方向一側面及び外周面は、フロントブラケット１に接触した状態
で固定されているため、固定子１７で発生した熱はフロントブラケット１に伝達され、フ
ロントブラケット１の表面から放熱される。このフロントブラケット１から放出された熱
は、排気口１ｂに向かって流れる空気によって外部に排出され、固定子１７の電機子巻線
１７ｂを冷却することができる。
【００５７】
　リアファン１２Ｒは、回転することにより、リアカバー５の外周側縁部に設けられた吸
気口５ａ及びリアカバー５の側壁部に設けられた係合用開口部５ｂとモールド端子１５Ａ
に設けられた凹状の係合爪１５Ａ１で構成された吸気口１５ａから整流回路１５を経由し
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て、リアブラケット２におけるボールベアリング７ｂの外周部分に設けられた吸気口２ａ
から軸方向に外部の空気を吸い込む。
【００５８】
　吸い込まれた空気は、リアファン１２Ｒの羽根によって生じる遠心力によって外周側に
流動される際、図２、図３の破線矢印にて示したように整流されリアブラケット２の外周
部の円周方向に設けられた複数の排気口２ｄから排出される。このため、フロントブラケ
ット１と同様に固定子１７から生じる熱、及び、リアブラケット２に伝達された固定子１
７の熱は、リアブラケット２の表面から放熱され、排気口２ｂに向かって流れる空気によ
って冷却される。
【００５９】
　更に、回転することで発生するフロントファン１３Ｆの圧力と、リアファン１３Ｒの圧
力との圧力差により、回転子１２の磁極間の隙間と回転子１２と固定子１７との隙間を空
気が流通する。本実施例では、リアファン１３Ｒに発生する圧力が大きくなるため、フロ
ントブラケット１側から回転子１２と固定子１７の間と回転子１２磁極間の隙間を通って
リアブラケット側に空気が流れ、回転子１２及び固定子１７が冷却されることになる。
【００６０】
　また、車両から車両用交流発電機に出力端子ハーネスを取り付ける際、リアカバーに円
周方向の力が発生するため、図１に示したように車両用交流発電機の出力端子部形状をリ
アカバー部は凹部５ｄ、正極側ダイオードのフィンは凸部１５ｂとすることで、廻り止め
機構を設けることで円周方向の力に対応する。
【００６１】
　ここで、本実施例の係合関係が、特に車両搭載用の回転電機に採用して好適な理由につ
いて、以下詳細に説明する。
【００６２】
　車両搭載用回転電機、例えば交流発電機は、エンジンに直接取付けられるため、エンジ
ンで発生した振動が交流発電機に伝達される。また、発電機自体も回転子が回転すること
で発生した磁気加振力よって振動している。この発電機に生じる振動方向は、不特定の方
向に発生する。さらに、車両自身が運行することに伴う多くの振動を伴う。これらの振動
は、図４に示すシャフト８から周方向への径方向振動Ｆ３であり、またシャフト８方向の
軸方向振動Ｆ２などが合成されたものである。このため、交流発電機のリアカバー５の固
定力は、交流発電機に発生した不特定の方向の振動に耐えられる強度を確保する必要があ
る。
【００６３】
　またリアカバー５は、これら振動以外にも、図１１に示す車両側電流供給用ハーネス１
８を固定時に発生する円周方向Ｆ１の力に耐えられる強度を確保する必要がある。この点
に関し、発電機には、発電機で発生した電流を車両側に供給するための出力端子６を設け
ている。
【００６４】
　図４に構造が現れているように、この出力端子６には正極側ダイオードのフィン１５ｂ
に、ボルト６ａが取付けられボルト６にはネジ６ａがきられている。また、電流が供給さ
れる車両側には、電流供給用ハーネス１８が設定されている。電流供給用ハーネス１８を
発電機の出力ターミナル６に固定する方法は、ボルトのネジ６ａとナット６ｂを締結する
ことで固定している。電流供給用ハーネス１８を、ナット６ｂにて固定する際、リアカバ
ー５に設けた突起部５ｅを電流供給用ハーネス１８の廻止めとして使用しているため、ナ
ット６ｂ締付け時に発生する円周方向の力Ｆ１がリアカバー５に発生する。
【００６５】
　特許文献１のリアカバーの固定方法は、リアカバーの係合爪に設けたフック部を、発電
機本体側に引っ掛ける構造となっている。リアカバーを装着する場合は、係合爪のフック
部の厚み分を係合爪の弾性変形を利用して曲げて装着する必要があるため、係合爪の厚み
に制約ができてしまい、発電機に発生した振動に耐えられる強度を十分に確保できない。
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【００６６】
　また、リアカバー係合爪と発電機本体との固定点（接触部）が一箇所のため、軸方向Ｆ
２の振動が発生した時は、リアカバーの係合爪と発電機本体側が離れてしまい、干渉音が
発生する。
【００６７】
　また、電流供給用ハーネス固定時に発生する円周方向Ｆ１の力に対しては、リアカバー
と、発電機本体との固定はボルト，ナットによって実施している。
【００６８】
　本実施例では、リアカバー５に設けた係合用開口部５ｂに、本体側に設けた係合爪１５
Ａ１を係合することで、リアカバーの固定をボルト、ナットを使わずに係合部のみで実施
している。
【００６９】
　特許文献１では、リアカバー係合爪と発電機本体との固定点（接触部）が一箇所であっ
たため、不特定の方向の振動に対応することができなかった。本実施例では係合爪の固定
点（接触部）が上下左右と四方を拘束している。また係合部を円周方向に複数個設けるこ
とで、発電機に発生した軸方向Ｆ２，径方向Ｆ１及び不特定の方向の振動にも対応し、リ
アカバーと発電機本体側は離れることはなく、干渉音は発生しない。
【００７０】
　また、発電機の出力端子６部に車両側電流供給用ハーネス１８を取付ける際、車両側電
流供給用ハーネス１８をリアカバーの廻止め突起部５ｅを使って取付けているため、リア
カバーの出力端子６には円周方向Ｆ１の力が発生する。この円周方向Ｆ１の力に対応する
ために発電機の出力端子６を構成している正極側ダイオードのフィン１５ｂと、リアカバ
ーに設けた穴の形状を凹凸とした。
【００７１】
　また、発電機の出力端子６を構成している正極側ダイオードのフィン１５ｂと出力端子
６をリアカバーに設けた穴に貫通させる部位を軽圧入にすることで、係合爪による係合に
よる固定よりも更にリアカバーの固定力を増加させることができる。
【００７２】
　また、発電機本体側に設けた係合爪は弾性変形を必要としないため、係合爪の厚みには
制約は無く、強度を確保するために必要な係合爪の厚みの設定が可能となる。
【００７３】
　また、発電機本体側に設けた係合爪を樹脂材（絶縁材）で構成した場合、係合爪はリア
カバーと同電位になっている。即ち、外部からの接触による感電を防ぐ効果がある。
【００７４】
　なお、本実施例における以上の説明では、回転電機の一例として交流発電機で説明をし
たが、これは電動機であっても、あるいは直流機であっても同様に実現可能である。この
場合に、リアカバー５を貫通して外部に取り出される出力端子は、電力供給用の端子とな
ることから、一般にはこれらの電力用端子をリアカバー５の係止に利用すればよい。
【符号の説明】
【００７５】
１：フロントブラケット
２：リアブラケット
１ａ、２ａ、５ａ、１５ａ：吸気口
１ｂ、２ｂ：排気口
５：リアカバー
５ｂ：係合用開口部
５ｃ：スリット
５ｄ：廻り止め用凹部
５ｅ：車両側電流供給用ハーネスの周り止め突起部
６：出力端子
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６ａ：ネジ
６ｂ：ボルト
φＤ５１：リアカバー底壁部側の側壁部の外径
φＤ５２：リアカバー開口部側の側壁部の内径
１２：回転子
１３Ｆ：フロントファン
１３Ｒ：リアファン
１５：整流回路
１５Ａ：モールド端子
１５Ａ１：係合爪
１５ｂ：正極側ダイオードのフィン
θ１、θ２、θ３：係合爪に設けた勾配
１５ｂ：正極側ダイオードのフィンに設けている廻り止め用凸部
１７：固定子
１７ａ：固定子鉄心
１７ｂ：電機子巻線
１８：車両側電流供給用ハーネス
Ｆ１：円周方向の力
Ｆ２：軸方向の振動
Ｆ３：径方向の振動

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図７】
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【図１０】
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